青明舎　　フェイスシート

平成18年　10月　30日　担当：原

	利　用　者
	氏　名　　小笠原　幸江　　　　様　　　　　男・女　　　　昭和　39年　1月　24日生（45歳）

	
	住　所　〒039-1101　　八戸市尻内町字尻内59－6　　　　　　電話　0178－27－2586

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　肝機能障害・高血圧症　　

	
	発症時期
	平成元年８月頃（28歳時）
	罹 患 期 間
	約　18年10ヶ月　

	
	入院回数
	　　　　２　回
	延べ入院年数
	　　　　約2年5ヶ月　　

	医療機関
	　青南病院　（主治医　安ヶ平　Dr）
	外来受診日
	第2・第4木曜日（月2回）

	医療区分
	社保（家族）
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無

	経済状況
	障害基礎年金2級　　　月額6万5千円

	障害程度区分
	　

	日中活動の場
	　うみねこ幸房

	住まいの場
	　自宅

	利用登録日
	Ｈ9年4月25日　
	身長
	150㎝
	体重
	70㎏

	最終学歴
	三沢商業高校卒業
	免許・資格
	特になし

	職歴
	昭和54年4月～昭和55年2月　八戸市家畜保健衛生所

昭和55年5月～昭和62年3月　イカ釣り漁業共同組合（事務）、

平成3年～平成6年8月　　　　板橋食堂


	

	保　護　者
	氏　　名　　　　　小笠原　大　様　　　　　　　続柄　　　兄　（同居）

	長期目標

· 生活リズムを整え、病状の安定を図る。

· 就労能力の向上を目指す。

	入院・治療歴

	①平成2年2月　　　　～　　平成4年1月（約2年）　　 入院　　　　　　　青南病院

　　②平成4年2月　　　　～　　平成6年12月　　　　　　　 通院　　　　　　　青南病院

③平成6年12月　　　　～　　平成6年12月　　　　　　 入院　　　　　　　市民病院産婦人科

④平成6年12月　　　　～　　平成7年6月　　　　　　　入院　　　　　　  青南病院

⑤平成7年6月　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　通院　　　　　　　青南病院



	生活歴

八戸市にて出生。同胞3名の第2子。三条小、中学校を経て、三沢商業高校を昭和54年に卒業。内向的であり、友人が少なく成績は中ぐらいであった。高校卒業後、アルバイトや事務職に着き働いていた。

両親は母親が昭和47年、父親が平成元年8月に脳梗塞のため死亡。父の死亡後より鬱状態となり、父の死を認めない発言が見られ始める。又、「自分が焼かれる」等を訴えて、包丁を隠し持ったり、不眠・徘徊著しく入浴もしない状態が続き平成2年から2年ほど青南病院へ入院。退院後は、食堂でパートとして働く。平成6年3月に結婚し、同年の7月に妊娠するが、生活の変化、妊娠中の悪阻等がひどくなり不眠等が出現し、10月末に実家に戻るが状態が悪化し不食が続き、結局平成6年12月に死産となり市民病院で手術を行う。その後、同月に青南病院へ入院。入院中に、本人の希望もあり離婚となっているが、本人には特に変化は見られていない。その後、平成7年6月2日に退院後は、家事手伝いをしながらアルバイト等していくつもりだったが結局見つからず、以前よりすすめていたうみねこ幸房利用希望され、平成7年8月17日通所開始となる。



	家族構成


昭和47年脳梗塞　　　　　　　　　　　平成元年8月　脳梗塞

　　　　　　４３　　　本人　　　　４８


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

実家に兄弟3人で暮している。近所に叔母がおり、何かと相談にのってくれている様子。家事（毎朝兄弟の弁当作り、掃除等）一切本人が行っており、叔母もその点については厳しく指導しているとの事。兄弟は病識薄く理解がなかなか得られがたい。叔母は病識について関心をもってくれる等本人へ協力的である。


平成　18年　10月　30日　（月）

	氏　名
	小笠原　幸江　様
	男・女
	生年月日
	　昭和36年　1月　24日（45歳）

	問題点
	支援方法

	1 健康管理

（1）肥満傾向

（2）血圧高値傾向にある　
	（1）間食を減らすようにする。

現在は自宅からバス通勤であるが（夏は自転車通勤）通勤を歩きにしてはどうか。

	1 
	（2）血圧が高値な傾向にあり自覚だけではわかりがたい。赤ら顔の時や頭が重い時休息するように促す。

　　　血圧を定期的につけてもらう。



	2 対人関係について（悩み事などを他者に相談できず、抱え込んでしまい不安感・表情の硬さがある）
	・周囲から頼りにされすぎている面も多々あり、プレッシャーや不安感が長く続かない様見守る。

自分の疲労度や悩み事を身近な人に話せるような環境を設定する。




	これまでの経過（最終評価日　H　18年　10月　27日）

	· うみねこ幸房には休むことなく通っている。うみねこ食堂の提供は順調に進められる。作業中の連携はリーダー的に進める事も多くやや緊張感が高まってしまうと他利用者に荒く声がけしてしまう傾向にある。お客様に喜ばれるのが嬉しいようで評価を伝えると笑みを見せている。

幸房へは月～金（週5日）通所している。主にパン・パウンドケーキ・蕎麦作り・うみねこランチを担当としている。

· 基本的に誰に対しても明るくはきはきとした口調で話す。時には気を使いながら話している様子も伺えるが自身の事、作業の事などで精一杯になってしまう場面も多々ある。

自宅の家事も行っているので疲労感を感じたら無理をせず休みをとるように勧めているが家族にはなかなか言い出し難い様子である。健康管理について、血圧が高く（血圧150／100）、頭痛がひどくても休むことなく作業してしまう。




プラン作成者　原　佳伸

































































































































